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米沢有為会米沢支部だより

米
沢
で
活
躍
い
た
だ
け
る
医
療
・
保
健
・
福
祉

分
野
の
人
材
育
成
・
確
保
に
ご
支
援
を
！

米
沢
市
病
院

事
業
管
理
者

米
沢
有
為
会
の
米
沢
支
部
の
皆
様
に
残
暑
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

私
は
１
９
８
２
年
、
恩
師
東
北
大
学
医
学
部
脳
神
経
外
科
鈴
木
二
郎
教
授
の
命
に

よ
り
米
沢
市
立
病
院
第
２
代
脳
神
経
外
科
長
と
し
て
赴
任
し
ま
し
た
。
雪
国
で
の
生
活

に
多
少
不
安
が
あ
り
ま
し
た
が
、
四
季
折
々
の
自
然
の
美
し
さ
や
上
杉
米
沢
藩
の
義
と

愛
の
文
化
、
伊
達
政
宗
な
ど
英
傑
を
育
ん
だ
風
土
に
魅
せ
ら
れ
て
定
住
し
38
年
目
を
迎

え
ま
し
た
。
そ
れ
も
病
院
同
僚
に
案
内
さ
れ
て
体
験
し
た
山
菜
採
り
や
秘
湯
の
宿
、
町

内
会
で
楽
し
ん
だ
い
も
煮
会
や
海
水
浴
な
ど
、
地
域
の
方
々
に
温
か
く
迎
え
て
い
た
だ

い
た
お
陰
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。

私
の
故
郷
は
茨
城
県
石
岡
市
で
奈
良
・
平
安
時
代
に
は
常
陸
の
国
の
国
府
が
置
か

れ
、
私
が
学
ん
だ
石
岡
小
学
校
に
そ
の
遺
跡
が
あ
り
ま
す
。
当
時
は
国
分
寺
、
国
分
尼

寺
も
建
立
さ
れ
栄
え
て
い
ま
し
た
が
、中
世
以
降
は
常
陸
の
国
の
中
心
地
は
他
に
移
り
、

今
は
田
園
都
市
と
な
っ
て
い
ま
す
。

さ
て
、
私
は
１
９
９
５
年
か
ら
３
期
18
年
間
、
参
議
院
議
員
と
し
て
活
動
し
ま
し
た

が
、
米
沢
有
為
会
東
京
支
部
の
会
合
に
出
席
し
た
折
、
米
沢
市
民
と
し
て
の
ご
縁
も
深

ま
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
同
会
員
と
な
り
ま
し
た
。
米
沢
有
為
会
の
皆
様
は
「
有
為
な
人

材
を
育
て
る
」
と
の
会
発
足
の
趣
旨
を
体
現
し
、
東
京
に
進
学
し
た
興
譲
館
寮
生
を
温

か
く
励
ま
し
て
お
ら
れ
、
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。
２
０
１
３
年
に
参
議
院
議
員
を
引
退

し
米
沢
に
戻
り
ま
し
た
が
、当
時
の
病
院
事
業
管
理
者
の
推
薦
と
市
長
の
任
命
に
よ
り
、

同
年
10
月
に
病
院
長
と
し
て
米
沢
市
立
病
院
に
復
帰
し
ま
し
た
。

昨
年
10
月
、
東
京
支
部
恒
例
の
小
石
川
後
楽
園
・
涵
徳
亭
で
の
園
遊
会
に
出
席
し
ま

し
た
が
、
そ
こ
に
は
寮
生
も
参
加
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
時
「
明
年
（
２
０
１
８
年
）
米

沢
市
立
病
院
は
開
設
60
周
年
の
佳
節
を
迎
え
、病
院
建
替
え
も
５
年
後
に
迫
っ
て
い
る
。

米
沢
、
置
賜
地
域
は
少
子
高
齢
化
・
人
口
減
少
が
一
段
と
進
み
、
地
域
医
療
・
介
護
を

担
う
人
材
の
確
保
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、
米
沢
有
為
会
の
皆
様
に
も
ご
支
援
頂
き
た

い
の
で
、
機
関
誌
に
そ
の
旨
の
投
稿
を
お
願
い
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
？
」
と
考
え
、
早

速
、有
為
会
の
役
員
の
方
に
お
願
い
し
て
み
た
と
こ
ろ
快
諾
を
得
、今
回
の
投
稿
と
な
っ

た
次
第
で
す
。

現
在
、
米
沢
市
立
病
院
は
三
友
堂
病
院
と
医
療
機
能
分
化
・
連
携
を
図
り
、
２
０
２

３
年
に
両
院
の
建
替
え
開
院
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
一
方
、
米
沢
市
は
「
健
康
長
寿
日

本
一
」
を
目
指
し
て
お
り
、米
沢
有
為
会
の
皆
様
に
は
当
地
で
活
躍
い
た
だ
け
る
医
療
・

保
健
・
福
祉
分
野
の
人
材
育
成
・
確
保
の
た
め
ご
支
援
を
賜
れ
ば
幸
い
で
す
。
ど
う
ぞ

宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

渡わ
た

　
邊な

べ

　
孝た

か

　
男お

　米沢有為会米沢支部総会は、６月23日（土）午後１時から伝国の杜　研修室に於い
て本部総会に先立ち開催され、中川勝支部長をはじめ約25名の会員が出席しました。
議事では支部の平成29年度庶務報告、決算報告を承認。平成30年度の事業計画（案）
と 予算（案）も 原案通り可決されました。 次に、理事の辞任に伴う補充（案）につい
て審議、承認されました。 終了後の本部総会に引き続き表彰式が行われ、１法人に産
業功労賞、13個人に特別表彰が贈られました。 （詳細は次のベージに）
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産

業

功

労

者

１
団
体
、
13
個
人
を

表
彰

 

特
別
表
彰

    

　 

ス
ポ
ー
ツ
活
動

　

定
時
総
会
に
引
き
続
き
、
表
彰
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
昨
年
度
の
総
会

で
表
彰
規
則
が
改
正
さ
れ
、
本
部
表

彰
と
支
部
表
彰
の
区
分
が
廃
止
・
一

本
化
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
改
正
を
受

け
て
、
今
回
は
次
の
と
お
り
１
団
体

と
13
個
人
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

（
以
下
、
学
校
・
学
年
は
平
成
29
年

の
も
の
で
す
。）

▼
株
式
会
社　

青
葉
堂
印
刷

　

昭
和
32
年
、
米
沢
市
駅
前
に
カ
レ

ン
ダ
ー
・
う
ち
わ
・
広
告
マ
ッ
チ
等

の
販
売
目
的
に
創
業
す
る
。
昭
和
45

年
頃
よ
り
印
刷
設
備
を
導
入
す
る
。

そ
の
後
、
設
備
の
増
強
と
移
転
を
繰

り
返
し
、
平
成
19
年
３
月
、
米
沢
市

オ
フ
ィ
ス
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
に
移
転
す

る
。

　

そ
の
間
、
昭
和
50
年
に
株
式
会
社

を
設
立
、
４
色
印
刷
機
や
製
版
機
械

を
毎
年
増
強
し
、
平
成
12
年
に
カ
レ

ン
ダ
ー
の
タ
ン
ザ
ッ
ク
製
本
を
開

始
。
平
成
16
年
Ｉ
Ｓ
Ｏ
０
９
０
０
１

の
認
証
を
取
得
し
、
そ
の
後
各
種
認

証
を
取
得
。
平
成
17
年
東
京
営
業
所

を
開
設
し
、
首
都
圏
の
営
業
も
開
始

す
る
。
平
成
24
年
環
境
負
荷
や
経
営

革
新
な
ど
が
認
め
ら
れ
、
第
11
回
印

刷
産
業
環
境
優
良
工
場
表
彰
に
お
い

て
経
済
産
業
省
商
務
情
報
政
策
局
長

賞
を
受
賞
す
る
。
現
在
も
、
高
付
加

価
値
化
・
省
力
化
機
器
や
検
査
機
器

の
導
入
、
及
び
社
員
教
育
に
力
を
注

ぎ
、
Ｄ
Ｔ
Ｐ
エ
キ
ス
パ
ー
ト
の
有
資

格
者
も
30
名
を
超
す
。

　

特
に
、
現
在
地
の
工
場
に
移
転
し

て
か
ら
は
、
カ
レ
ン
ダ
ー
の
一
貫
製

造
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
て
付
加
価
値

を
高
め
た
。
平
成
28
年
に
は
、
当
地

と
し
て
は
画
期
的
な
Ｉ
ｏ
Ｔ
対
応
の

４
／
６
全
判
Ｕ
Ｖ
４
色
印
刷
機
を
導

入
し
競
争
力
を
高
め
た
。

　

現
在
の
カ
レ
ン
ダ
ー
製
造
能
力
は

日
産
10
万
冊
、
年
間
２
０
０
０
万
冊

に
上
る
。
そ
の
他
、
ポ
ス
タ
ー
・
カ

タ
ロ
グ
・
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
・
機
関
紙

な
ど
商
業
印
刷
に
も
実
績
を
残
す
。

デ
ジ
タ
ル
化
が
進
み
、
紙
媒
体
が
縮

小
す
る
中
、
経
営
革
新
と
最
新
設
備

の
更
新
を
図
っ
て
い
る
。

〈
優
秀
賞
〉

▼
紺こ

ん

野の　

愛ま
な

翔と

さ
ん

　
　
（
米
沢
市
立
第
一
中
学
校
１
年
）

　

Ｉ
Ｂ
Ｋ
Ｏ
第
９
回
オ
ー
プ
ン
ト
ー

ナ
メ
ン
ト
全
日
本
空
手
道
選
手
権
大

会
型
団
体
戦　

中
学
生
の
部　

優
勝

▼
紺こ

ん

野の　

北ほ
く

斗と

さ
ん

　
　
（
米
沢
市
立
第
一
中
学
校
３
年
）

　

Ｉ
Ｂ
Ｋ
Ｏ
第
９
回
オ
ー
プ
ン
ト
ー

ナ
メ
ン
ト
全
日
本
空
手
道
選
手
権
大

会
方
団
体
戦　

中
学
生
の
部　

優
勝
、

組
手
中
学
２
・
３
年
男
子
重
量
級

準
優
勝

　

Ｉ
Ｂ
Ｋ
Ｏ
第
７
回
オ
ー
プ
ン
ト
ー

ナ
メ
ン
ト
全
日
本
空
手
道
選
手
権
大

会
組
手
中
学
１
年
男
子
50
㎏
未
満

第
３
位
（
１
年
時
）

▼
茨い

ば
ら

木き　
　

凛り
ん

さ
ん

　
　
　
（
九
里
学
園
高
等
学
校
２
年
）

　

第
11
回
Ｕ
18
日
本
陸
上
競
技
選
手

権
大
会　

女
子
１
０
０
ｍ
ハ
ー
ド
ル

優
勝

　

平
成
29
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合

体
育
大
会
陸
上
競
技
大
会　

女
子

 

特
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表
彰

           

　
文
化
活
動

〈
優
秀
賞
〉

▼
青あ

お

木き　

誓せ

己な

さ
ん

　
　
（
米
沢
市
立
北
部
小
学
校
５
年
）

　

第
67
回
全
国
小
・
中
学
校
作
文
コ

ン
ク
ー
ル
（
読
売
新
聞
社
主
催
）

文
部
科
学
大
臣
賞

１
０
０
ｍ
ハ
ー
ド
ル　

第
３
位

▼
柴し

ば

崎さ
き　

悠ゆ
う

斗と

さ
ん

　
　
　
（
米
沢
中
央
高
等
学
校
３
年
）

　

第
５
回
全
国
高
等
学
校
陸
上
競
技

選
抜
大
会　

男
子
３
０
０
ｍ　

優
勝

▼
小こ

林ば
や
し　

瑞み
ず

季き

さ
ん

　
　
　
（
米
沢
商
業
高
等
学
校
３
年
）

　

平
成
29
年
度
ユ
ー
ス
（
Ｕ
18
）
女

子
日
本
代
表　

オ
セ
ア
ニ
ア
チ
ャ
レ

ン
ジ
カ
ッ
プ
出
場　

優
勝

〈
奨
励
賞
〉

▼
齋さ

い

藤と
う　

諒り
ょ
う
平へ

い
さ
ん

　
　
　
（
九
里
学
園
高
等
学
校
３
年
）

　

平
成
29
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合

体
育
大
会
陸
上
競
技
大
会　

男
子

２
０
０
ｍ　

第
３
位

▼
佐さ

藤と
う　
　

和の
ど
かさ
ん

　
　
（
米
沢
興
譲
館
高
等
学
校
３
年
）

　

平
成
29
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合

体
育
大
会
陸
上
競
技
大
会　

女
子

１
０
０
ｍ
ハ
ー
ド
ル　

第
２
位

▼
永な

が

井い　

桂け
い

大た

さ
ん

　
　
　
（
米
沢
中
央
高
等
学
校
３
年
）

　

第
５
回
全
国
高
等
学
校
陸
上
競
技

選
抜
大
会　

男
子
３
０
０
ｍ
ハ
ー
ド

ル　

第
２
位
（
大
会
タ
イ
記
録
）

▼
諏す

訪わ　

悠ひ
ろ

斗と

さ
ん

　
　
（
米
沢
市
立
南
部
小
学
校
５
年
）

　

第
28
回
ひ
ろ
す
け
童
話　

感
想
文

・
感
想
画
全
国
コ
ン
ク
ー
ル　

感
想

画
特
別
優
秀
賞　

山
形
県
知
事
賞

▼
宗そ

う

川か
わ　

玲れ

奈な

さ
ん

　
　
　
（
米
沢
商
業
高
等
学
校
１
年
）

　

ワ
ー
ル
ド
・
オ
ブ
・
ダ
ン
ス　

ワ
ー

ル
ド
フ
ァ
イ
ナ
ル
ズ　

優
勝
（
世
界

大
会
）　

福
島
の
チ
ー
ム「
フ
ァ
ビ
ュ

ラ
ス
・
シ
ス
タ
ー
ズ
」
で
出
場

〈
奨
励
賞
〉

▼
髙た

か

橋は
し　

楓ふ
う

夏か

さ
ん

　
　
（
米
沢
市
立
上
郷
小
学
校
５
年
）

　

第
29
回
読
書
感
想
画
中
央
コ
ン
ク

ー
ル　

小
学
校
高
学
年
の
部　

自
由

読
書
部
門　

優
良
賞

▼
髙た

か

橋は
し

龍り
ゅ
う

之の

介す
け

さ
ん

　
　
　
（
南
陽
市
立
荻
小
学
校
５
年
）

　

平
成
29
年
度
土
砂
災
害
防
止
に
関

す
る
絵
画
・
作
文　

優
秀
賞
（
国
土

交
通
事
務
次
官
賞
）
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項　　目 本年度予算額
①

前年度予算額
②

比較増減
①−② 摘　　　要

繰越金 1,183,236 1,023,106 160,130 前年度からの繰越金
会　費 2,172,000 2,250,000 △ 78,000 正会員               @ 7,000× 90人＝  630,000

賛助会員（個人） @ 3,000×314人＝  942,000
賛助会員（法人） @10,000× 60人＝  600,000

諸収入 764 94 670 預金利子等
〔収入合計〕 3,356,000 3,273,200 82,800

項　　目 予算額
①

決算額
②

比較増減
②−① 摘　　　要

繰越金 1,023,106 1,023,106 0
会　費 2,250,000 2,172,000 △ 78,000 正会員            　@ 7,000× 90人＝  630,000

賛助会員（個人）@ 3,000×314人＝ 942,000
賛助会員（法人） @10,000× 60人＝  600,000

諸収入 94 6 △ 88 預金利子
〔収入合計〕 3,273,200 3,195,112 △ 78,088

項　　目 本年度予算額
①

前年度予算額
②

比較増減
①−② 摘　　　要

１ 本部費 1,142,000 1,125,000 17,000 会費− ( 事業費 + 管理費 )
２ 事業費 320,000 580,000 △ 260,000 　

教育奨励費 0 220,000 △ 220,000 教育功労・特別顕彰表彰状及び記念品等
産業振興費 0 40,000 △ 40,000 産業功労表彰状及び記念品等
講演会・交流会費 120,000 120,000 0 講師謝礼及び案内印刷、郵送料等
支部だより費 200,000 200,000 0 支部だより発行（２回） 印刷、送料

３ 管理費 710,000 810,000 △ 100,000 　
事務費 180,000 180,000 0 常務理事報酬
会議費 10,000 10,000 0 会議室借上料ほか
総会費 20,000 70,000 △ 50,000 総会案内・資料印刷等
通信運搬費 150,000 200,000 △ 50,000 理事会案内・会報・会誌等送料等
印刷費 150,000 150,000 0 案内葉書、封筒印刷等
諸手数料 70,000 70,000 0 郵便振替手数料（会費振込分）等
消耗什器備品費 50,000 50,000 0 各種消耗品代等
交通費 30,000 30,000 0 各支部等交流旅費等
諸雑費 50,000 50,000 0 商工会議所会費、ラジオＣＭ放送代等

４ 予備費 400,000 200,000 200,000
５ 次期繰越金 784,000 558,200 225,800

〔支出合計〕 3,356,000 3,273,200 82,800

項　　目 予算額
①

決算額
②

比較増減
②−① 摘　　　要

１ 本部費 1,125,000 1,086,000 △ 39,000 会費納付金 2,172,000 × 1/2
２ 事業費 580,000 374,305 △ 205,695 　

教育奨励費 220,000 93,111 △ 126,889 特別顕彰表彰状及び記念品代等
産業振興費 40,000 0 △ 40,000 　
講演会・交流会費 120,000 115,136 △ 4,864 案内状送料、講師謝礼、会場使用料等
支部だより費 200,000 166,058 △ 33,942 支部だより印刷代、送料

３ 管理費 810,000 551,571 △ 258,429 　
事務費 180,000 180,000 0 常務理事報酬
会議費 10,000 0 △ 10,000 　
総会費 70,000 44,592 △ 25,408 支部総会案内はがき印刷代、郵送料
通信運搬費 200,000 96,430 △ 103,570 本部総会案内・会誌等送料等
印刷費 150,000 117,422 △ 32,578 封筒印刷代等
諸手数料 70,000 50,294 △ 19,706 郵便振替手数料（会費振込分）等
消耗什器備品費 50,000 13,733 △ 36,267 プリンタラベル代等
交通費 30,000 0 △ 30,000 　
諸雑費 50,000 49,100 △ 900 商工会議所会費、ラジオＣＭ放送代等

４ 予備費 200,000 0 △ 200,000 　
５ 次期繰越金 558,200 1,183,236 625,036 次年度繰越金

〔支出合計〕 3,273,200 3,195,112 △ 78,088

〔収入の部〕

〔収入の部〕

〔支出の部〕

〔支出の部〕

自　平成30年４月１日
至　平成31年３月31日

自　平成29年４月１日
至　平成30年３月31日

平成29年度　決　算

平成30年度　予　算
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米沢有為会米沢支部だより

ろ
い
ろ
な
か
た
ち
で
私
ど
も
天
元
台
高
原
、

ま
た
、
吾
妻
山
と
の
関
り
が
多
い
の
で
は
な

い
か
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
毎
日
仰
ぐ
勇
壮

な
山
並
み
、
春
を
告
げ
る
白
馬
の
騎
士
、
毎

日
の
生
活
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
テ
レ
ビ
地

上
デ
ジ
タ
ル
放
送
や
、
警
察
・
消
防
の
通
信
、

行
政
防
災
、
地
元
Ｆ
Ｍ
放
送
の
ア
ン
テ
ナ
群

が
天
元
台
に
あ
り
中
継
の
要
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
さ
ら
に
は
、
吾
妻
山
系
を
源
と
す
る

水
も
米
沢
市
や
置
賜
地
域
を
潤
し
て
お
り
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
衣
食
住
に
関
り
を
持
ち
な

が
ら
、
時
に
は
タ
ケ
ノ
コ
狩
り
、
猛
暑
時
の

避
暑
、
紅
葉
狩
り
、
ス
キ
ー
・
ボ
ー
ド
な
ど

実
益
を
兼
ね
た
レ
ジ
ャ
ー
や
ス
ポ
ー
ツ
と
多

種
多
様
の
活
用
方
法
も
ご
ざ
い
ま
す
。

編
集
後
記

米
沢
有
為
会
を
支
援
し
ま
す

★
米
沢
支
部
総
会
は
今
年
度
か
ら
本
部
定
時
総

会
と
同
日
に
開
催
さ
れ
、
定
時
総
会
後
表
彰
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
受
賞
者
の
皆
様
、
誠
に
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
記
念
写
真
は
ま
さ
に

威
風
堂
々
の
感
が
い
た
し
ま
す
。

★
昨
年
11
月
４
日
の
東
北
中
央
自
動
車
道
開
通

に
引
き
続
き
、今
年
４
月
20
日
に
は
道
の
駅「
米

沢
」
が
オ
ー
プ
ン
し
大
変
賑
わ
っ
て
い
ま
す
。

来
場
者
数
は
７
月
７
日
50
万
人
を
突
破
し
、
目

標
の
２
倍
の
ペ
ー
ス
で
増
え
て
い
る
そ
う
で
、

本
号
発
行
日
に
は
一
体
何
人
に
な
っ
て
い
る
の

や
ら
、
予
想
が
つ
き
ま
せ
ん
。           

（
手
）

　

上
杉
城
史
苑
は
平
成
４
年
に
上
杉
神
社
東

側
に
建
て
ら
れ
た
観
光
施
設
で
、
米
沢
の
名

産
品
の
販
売
と
、
お
食
事
の
提
供
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。

　

上
杉
城
史
苑
の
成
り
立
ち
は
、
米
沢
市
第

６
次
振
興
計
画
の
中
の
、
上
杉
神
社
を
中
心

と
す
る
歴
史
・
文
化
エ
リ
ア
整
備
計
画
に
よ

　

日
頃
よ
り
、
米
沢
有
為
会
の
皆
様
方
に
は

ご
厚
情
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

天
元
台
高
原
は
、
昭
和
38
年
７
月
、
廃
鉱

に
な
っ
た
硫
黄
鉱
山
の
再
開
発
の
た
め
吾
妻

観
光
開
発
㈱
が
創
業
し
、
同
年
12
月
に
ス
キ

ー
場
の
営
業
を
開
始
、
途
中
㈱
天
元
台
と
改

称
し
全
盛
期
に
は
10
億
円
以
上
の
営
業
収
入

を
あ
げ
て
お
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
景
気
低

迷
に
よ
る
経
営
の
見
通
し
が
不
透
明
な
こ
と

か
ら
平
成
14
年
９
月
、
㈱
天
元
台
が
事
業
撤

退
、米
沢
市
に
全
面
譲
渡
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

新
た
に
運
営
会
社
㈱
西
吾
妻
ロ
ー
プ
ウ
ェ
ー

を
同
年
10
月
に
設
立
し
平
成
19
年
、
前
会
社

の
名
称
㈱
天
元
台
を
継
承
し
現
在
に
至
り
、

本
年
、
天
元
台
と
し
て
開
業
以
来
55
年
の
節

目
を
迎
え
ま
す
。

　

私
は
昭
和
48
年
、
当
時
の
㈱
天
元
台
に
入

社
し
、
平
成
元
年
ま
で
の
全
盛
期
に
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
が
中
途
で
退
社
し
、
ま
た
、

ご
縁
を
い
た
だ
き
平
成
20
年
よ
り
現
会
社
で

お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
天
元
台
高
原
の
魅
力
は
、
な
ん
と
い

っ
て
も
自
然
が
い
っ
ぱ
い
あ
る
こ
と
で
す
。

米
沢
市
内
よ
り
約
20
㎞
、時
間
に
し
て
30
分
、

こ
の
距
離
感
が
何
と
も
言
え
な
い
別
天
地
へ

い
ざ
な
い
ま
す
。
春
は
萌
黄
・
若
葉
の
世
界

へ
、
夏
は
清
涼
、
秋
は
錦
織
、
冬
は
白
銀
の

世
界
へ
と
、
四
季
折
々
の
成
す
さ
ま
が
気
分

を
爽
快
に
し
て
癒
し
て
く
れ
ま
す
。
私
が
愛

す
る
こ
の
偉
大
な
る
自
然
を
大
切
に
し
っ
か

り
と
守
っ
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
決

意
を
も
っ
て
覚
悟
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

さ
て
、
地
域
に
お
住
い
の
皆
様
に
は
、
い

株
式
会
社
天
元
台

　
代
表
取
締
役

山や
ま

　
田だ

　
長

ち
ょ
う

　
一い

ち

株
式
会
社
上
杉
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

来き

　
次す

き

　
信の

ぶ

　
彦ひ

こ

る
も
の
で
、
観
光

客
を
中
心
に
、
こ

の
エ
リ
ア
に
来
訪

さ
れ
る
お
客
さ
ま

へ
の
サ
ー
ビ
ス
機

能
を
果
す
べ
く
建

設
さ
れ
た
も
の
で

す
。
ま
た
、
上
杉

城
史
苑
と
い
う
名

前
は
、
舞
鶴
城
の

二
の
丸
跡
に
建
て

ら
れ
た
こ
と
か

　
代
表
取
締
役

　

こ
の
、
地
域
に
密

接
な
関
係
を
も
と

に
、
天
元
台
高
原
が

果
た
す
役
割
を
モ
ッ

ト
ー
に
、
米
沢
有
為

会
様
へ
の
ご
支
援
の

幅
が
広
が
り
ま
す
よ

う
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
の
で
今
後
と

も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

ら
、
上
杉
の
城
と
里
、
歴
史
と
文
化
に
彩
ら

れ
た
町
を
表
現
し
、
常
に
人
と
物
が
集
う
場

所
に
し
た
い
と
い
う
願
い
を
込
め
命
名
し
た

も
の
で
す
。
主
要
コ
ン
セ
プ
ト
は
“
包
み
込

む
”。
地
域
と
お
客
様
、
歴
史
と
伝
統
を
優

し
く
包
み
込
み
、
す
べ
て
を
内
包
さ
せ
た
施

設
と
し
た
い
、
と
い
う
意
味
で
す
。

　

こ
の
計
画
を
強
く
推
し
進
め
た
の
が
、
米

沢
有
為
会
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
当
時
の
米
沢

市
長
、
故
髙
橋
幸
翁
氏
で
す
。
以
来
、
数
多

く
の
有
為
会
の
方
々
に
も
ご
支
援
を
い
た
だ

い
て
お
り
、
有
為
会
の
メ
ン
バ
ー
の
層
の
厚

さ
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
ま
す
。
改
め
て
感
謝
申

し
上
げ
る
次
第
で
す
。

　

さ
て
、
上
杉
城
史
苑
は
、
米
沢
に
お
越
し

の
お
客
様
が
立
ち
寄
る
最
初
の
場
所
で
あ
り

米
沢
の
玄
関
口
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
施
設

の
印
象
が
そ
の
ま
ま
米
沢
に
対
す
る
印
象
と

な
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
笑
顔
と
お

も
て
な
し
の
心
を
も
っ
た
、
ワ
ン
ラ
ン
ク
上

の
品
質
の
提
供
・
ワ
ン
ラ
ン
ク
上
の
接
客
を

目
指
し
営
業
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
お
か
げ

さ
ま
で
、
年
間
57
万
人
の
お
客
様
を
迎
え
る

ま
で
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
地
元
米

沢
の
方
々
に
も
広
く
親
し
み
を
持
っ
て
い
た

だ
け
る
よ
う
開
催
し
た
、
夏
ま
つ
り
は
、
今

年
で
23
回
目
を
迎
え
、
今
で
は
市
民
の
お
祭

り
と
し
て
、
認
知
さ
れ
る
ま
で
に
い
た
っ
て

お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
わ
た
く
し
ど
も
上
杉
城
史
苑
は
、

上
杉
神
社
を
中
心
と
し
た
上
杉
文
化
エ
リ
ア

の
一
角
に
位
置
し
、
こ
の
エ
リ
ア
の
メ
ン

バ
ー
で
も
あ
り
ま
す
。
観
光
の
た
め
の
情
報

発
信
は
も
と
よ
り
、
上
杉
・
米
沢
の
昔
か
ら

伝
え
ら
れ
て
い
る
伝
統
、
忘
れ
ら
れ
よ
う
と

し
て
い
る
工
芸
品
や
お
ま
ん
じ
ゅ
う
な
ど
の

お
菓
子
に
も
強
い
思
い
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
食
文
化
も
含
め
た
情
報
の
発
信
と
継

承
も
重
要
な
役
割
と
捉
え
、
与
え
ら
れ
た
使

命
と
役
割
を
果
た
す
べ
く
精
進
し
て
ま
い
る

所
存
で
す
。

　

結
び
と
な
り
ま
す
が
、
米
沢
有
為
会
の
メ

ン
バ
ー
が
、
上
杉

城
史
苑
が
で
き
る

き
っ
か
け
を
作
ら

れ
た
よ
う
に
、
こ

れ
か
ら
の
米
沢
を

ま
す
ま
す
発
展
さ

せ
る
き
っ
か
け
と

な
る
人
材
が
数
多

く
輩
出
さ
れ
る
こ

と
を
心
か
ら
ご
祈

念
申
し
上
げ
ま

す
。


